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地方都市 に おける

まちづくり の あり方
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・これまで…

・「今」に潜むもの…

・超高齢社会を迎えて…

・何のためのまちづくりか…

・持続可能な高い質を求めて…
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大都市圏への集中

日本住宅公団 多摩NT都決 港北・千葉NT都決
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訪日外国人旅行者数の推移

外国人延べ宿泊者 地方部比率

2013年 35.4％

2018年 41.0％

2869

3119
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高齢者の健康維持の可能性

年間の医療費抑制効果は１人当たり10万4200円。これは、１歩当たり0.061円に相
当
新潟県見附市における運動継続者と運動しない対照者との医療費比較～１歩当たりの医療費削減効果

（出典） 筑波大学久野研究室
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地方都市中心市街地の状況

中心部は駐車場で虫食い状態、魅力がない
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戦える 沼津 へ

都市間競争 → 安全 → リダンダンシー

→ 効率 → 基盤更新・先端産業育成

魅了する 沼津 へ

憧れの街へ → 文化 → 歴史・個性・多様性

→ 環境 → 公共交通・海・健康長寿

地域価値の向上：街ぐるみの協働へ
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